
（資料 1） 

第２回女性活躍井戸端会議ＷＳ 

「箕輪町女性活躍意識調査（速報）を見て感じたこと」 

 

Ａグループ 

・区の役員等、男性ばかりの中に女性がひとりでは行きにくい。 

女性を 3割と決めて選定するという環境を作ることが大切。 

・ＰＴＡ役員は実際女性ばかりが出ていく傾向がある。性別に関係なくできる人がやる 

・小学校は女性の児童会長が増えていて、中学になると減っている。 

固定された意識が成長とともに芽生えで恥ずかしさがあるのかも。 

・介護の調査＿介護して欲しいのはヘルパー・息子が多くなっており、嫁ではなくなっている 

世代の変化を感じる。この結果は、同居世帯を増やすきっかけになるのではないか。 

 

Ｂグループ 

 ・アンケートをもっと掘り下げて欲しい。 

・性別は聞いているが、回答したのがどちらか傾向がわからない。政策が間違った方向へいくので

は？ 

 

Ｃグループ 

 ・アンケートを見ると、男女共同参画が理解され始め、いい方向へ向かっているのを感じる 

 ・両立できるよう町の施設が整ってきていることも感じる 

 

Ｄグループ 

 ・役員は男性だと決まっている区があることに驚いた 

 ・男性が優遇されているものが圧倒的に多い 

 ・個人で話すと男女差は感じないが、アンケートでは差がある 

 

Ｅグループ「イオンモールがある町」 

 ・アンケートの結果は世代別に知りたい。旧姓などは世代で変わると思う。 

 ・何をもって「女性活躍」とするのか課題 

 ・「働きたくなる仕事する」会社側の課題もみえた 

 ・問 10 は時代に沿った結果なのだろうか 

 


